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診
察
室
に
は
い
る
ど
プ
ー
ン
と
薬
の
に
お
い
が
す
る
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
黄
菊
白
菊
の
盛
花
が
少
し
開
い
た
窓

か
ら
、
そ
っ
と
し
の
び
こ
む
秋
風
に
揺
れ
て
、
や
わ
ら
い

だ
ふ
ん
意
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
先
生
が
何
か
言
う
。
す
か
さ
ず
彼
女
の
手
か
ら
医
療
器

具
が
先
生
の
右
手
に
確
か
に
渡
さ
れ
る
。
中
平
広
子
さ
ん

（
二
十
才
1
1
細
島
吉
野
川
）
は
歯
科
衛
生
士
。
宮
崎
歯
科
衛

生
士
学
院
を
昭
和
四
十
六
年
三
月
卒
業
。
と
同
時
に
歯
科

衛
生
士
の
資
格
取
得
。
「
歯
科
衛
生
士
に
な
っ
た
動
機
で
す

か
…
…
。
小
さ
い
時
か
ら
人
が
苦
し
ん
で
い
る
の
を
み
る

と
、
な
ん
と
か
救
っ
て
や
れ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

そ
れ
が
や
っ
ぱ
り
心
に
残
っ
て
い
る
．
そ
れ
か
ら
一
つ
は

技
術
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
も
と
思
っ
て
…
…
」
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
と
旅
行
。
ヵ
…
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
菊
の
盛

花
は
彼
女
の
作
品
。

「
社
会
へ
の
恩
返
し
で
す
か
…
…
そ
れ
は
働
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
」
近
代
的
な
す
な
お
な
お
嬢
さ
ん
、

日
向
を
き
さ
え
る
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
だ

恩給法改n：

献血について

話題を追って

税情報

おしらせ

　　　　　　　　　　　今月の主な内容

2面・3面…5万市民誕生　　　　　　　8面

　　　　　9月市議会から

4面・5面…昭和46年度決算の内容に　　　9面

　　　　　ついて
6面・7面…騒音公害をなくしよう。　　　10面
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発行所　日向市役所　　編集　総務課秘書広報係
口
万

月10



2広報ひゆうが

｛

孝

、
峯

働
，

鮮

　
養
．

噸
炉
．
㌔

“．為
藷

お
め
で
と
う
栄
美
ち
艦
ん

待
望
の
五
万
人
目
の
市
民

　
十
月
十
七
日
、
私
た
ち
の
日
向
市
は

人
口
五
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
五
万
人

目
の
市
民
と
な
っ
た
の
は
、
秋
灘
区
児

玉
芳
宣
さ
ん
の
長
女
栄
美
ち
ゃ
ん
。

五
万
人
目
の
市
民
と
し
て
市
長
か
ら
お

祝
の
こ
と
ば
を
う
け
た
児
玉
さ
ん
は
ま

っ
た
く
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
だ

け
に
お
お
よ
ろ
こ
び
。
市
か
ら
は
栄
美

ち
ゃ
ん
に
記
念
品
を
贈
っ
て
健
や
か
な

成
長
を
い
の
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
日

向
市
の
人
口
は
、
昭
和
二
十
六
年
四
月

「
日
市
制
施
行
当
時
が
三
万
千
七
百
三

十
三
人
。
美
々
津
町
を
合
併
し
た
昭
和

三
十
年
一
月
一
日
の
人
口
が
三
万
七
千

九
百
三
十
七
人
。
四
万
市
民
と
な
っ
た

の
は
昭
和
三
十
三
年
四
月
で
市
制
施
行

か
ら
ち
ょ
う
ど
七
年
目
で
し
た
．
、
そ

の
後
は
、
日
向
市
が
南
九
州
に
お
け
る

産
業
開
発
の
拠
点
と
し
て
細
島
港
を
中

心
と
し
た
工
業
都
市
化
が
す
、
み
、
そ

れ
に
つ
れ
て
人
口
も
し
だ
い
に
増
加
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
五
万
人
。
こ

こ
五
力
年
間
に
お
け
る
人
［
の
伸
び
は

　
年
間
に
約
八
百
九
十
八
人
の
増
加
で

、
伸
び
率
か
ら
み
る
と
県
内
市
町
村
の

う
ち
で
宮
崎
市
に
つ
い
で
第
二
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

㌍蒙

糖
　
凝

湘
馳

，盤

ε
萎

・㌶

昭和47年旬月号

．9月矧肺議会

｝
億
三
千
九
百
万
円
を
追
加

特
別
会
計
に
街
路
舗
装
費
も

　
第
五
回
日
向
市
議
会
（
無
月
定
例
会
）
は
、
さ
る
大
月
十

六
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
会
期
を
十
五
日
間
と
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
の
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
工
事
請
負
契
約

四
件
、
人
事
三
件
条
例
改
正
二
件
、
昭
和
四
十
七
年
度
［
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
予
算
関
係
五
件
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
六

年
度
の
決
算
の
認
定
八
件
で
、
全
部
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

き
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
度
の
決
算
内
容
に
つ
い
て

よ
、
別
頁
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
そ

の
ほ
か
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災
害
復
旧
に
百
二
十
万
円

　
さ
る
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
集

中
豪
雨
の
た
め
、
市
内
の
市
道
に
も
相

当
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の
う

ち
御
鉾
力
細
線
な
ど
緊
急
を
要
す
る
道

路
力
ヵ
所
の
災
害
復
旧
費
百
二
十
万
円

が
予
算
に
組
ま
れ
ま
し
た
。

住
宅
建
設
な
ど
四
工
事

　
市
で
は
、
　
「
櫛
の
山
住
宅
団
地
建
て

替
え
計
画
」
に
も
と
づ
い
て
、
昭
和
四

十
四
年
度
か
ら
四
十
八
年
度
ま
で
の
五

肖
年
間
に
第
「
種
住
宅
百
五
±
月
、
第

二
種
住
宅
百
十
二
戸
、
計
二
百
六
十
二

戸
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
す

で
に
、
百
四
十
二
戸
が
で
き
ま
し
た
．
、

　
こ
と
し
も
引
き
つ
づ
き
、
第
　
種
三

十
戸
、
第
二
種
三
十
戸
を
建
設
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
工
事
で
、
工
事
予
定
価

格
が
三
千
万
円
を
こ
え
る
場
合
は
、
契

約
前
に
議
会
の
承
認
を
受
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
つ
ぎ

の
四
つ
の
工
事
に
つ
い
て
承
認
を
受
け

ま
し
た
。

◇
櫛
の
山
公
営
住
宅
第
一
種
建
築
主
体

　
工
事
、
工
費
四
千
百
四
十
五
万
円
．

　
完
成
期
日
、
昭
和
四
十
八
年
二
弓
・
∵

　
五
日
　
請
負
者
（
株
）
黒
木
組
，

◇
櫛
の
－
田
公
営
住
宅
第
二
種
建
築
L
，
．
．

　
羅
臼
、
エ
費
三
千
九
百
千
万
円

　
完
成
期
日
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
十

　
五
日
請
負
者
村
上
組

◇
大
王
小
学
校
（
仮
称
）
建
築
主
体
工
事

　
工
費
三
千
六
百
五
十
五
万
円
．
、
完
成

　
期
日
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
一

　
日
、
請
負
者
（
株
）
里
…
木
組

◇
塩
見
小
学
校
建
築
主
体
工
事
．
．

　
工
費
三
千
六
百
二
十
万
円
、
完
成
期

　
日
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
一
日

　
請
負
者
　
吉
原
建
設
（
株
）

韓
国

北
鮮

籍
の
か
た
に
適
用

　
㌧
コ
＋
叩
ニ
ヰ
い
、
　
ぺ
丁
一
へ
喝
骨
遺
押
翠
P
　
㌦
り
，
り

韓
囲
籍
一
人
が
七
十
へ
人
（
三
卜
准
．
．
島
．
）

　
北
朝
鮮
r
　
一
入
が
二
卜
六
乱
↑
∵
ヒ

昭和47年10月号

髭
帯
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
、
．

　
二
の
人
た
ち
一
、
わ
が
国
の
永
庄
格

を
許
可
・
）
逃
・
れ
て
い
る
人
セ
を
り
、
．
、
き
、
ド
星
原

則
と
し
て
国
爵
健
康
保
険
の
被
保
険
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
社
会
保
障
の

「
環
で
あ
る
医
療
保
険
制
度
の
恩
恵
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
之
せ
ん
で
し
た
が

　
二
ん
ど
の
議
会
で
、
日
「
ゴ
…
べ
億

一
保
険
条
例
の
一
部
．
が
・
．
ッ
　
距
、
、
乳
、
こ

れ
・
、
一
人
た
ち
に
も
被
保
阪
考
こ
な
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、
．

▽
梶
木
農
道
舗
装
陛
延
長
六
百
八
十
“
．

　
事
業
費
二
百
三
十
万
円
．
．

▽
圧
手
か
ん
が
い
排
水
事
業
一
延
長
二

　
百
八
十
”
事
業
費
四
百
六
十
五
万

　
円
．
、

▼
本
谷
農
道
改
良
事
業
一
四
百
「
、
事

　
業
費
百
四
十
九
万
二
千
円
．
、

▽
仏
川
内
林
道
開
設
事
業
1
1
事
業
費
三

　
百
九
十
一
万
六
千
円
。

▽
排
水
溝
整
備
事
業
1
1
事
業
費
五
百
万

　
円
（
永
江
沖
の
下
線
、
亀
崎
中
区
、

　
後
配
浦
線
、
古
田
町
、
美
々
津
支
所

　
横
、
不
動
寺
～
仙
ケ
崎
の
六
路
線
の

　
排
水
溝
を
整
備
し
ま
す
）

▽
都
市
下
水
路
事
業
1
1
三
百
万
円
。

▽
大
王
谷
公
園
建
設
事
業
”
二
千
七
百

　
三
万
四
千
円
。

▽
日
向
跨
線
人
道
橋
新
設
事
業
ー
ー
二
百

　
三
十
万
円
（
人
道
橋
の
舗
装
と
広
場

　
を
整
備
し
ま
す
）

▽
美
々
津
公
民
館
と
武
道
館
建
設
に
伴

　
う
追
加
h
二
百
五
十
七
万
（
取
り
っ

　
け
道
路
の
建
設
な
ど
）
で
す
．
．

な
お
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
財
源
は
※
市

税
四
千
七
十
万
円
、
※
国
県
支
出
金
六

千
百
六
十
七
万
四
千
円
、
※
そ
の
他
財

産
収
入
等
三
千
七
百
三
十
六
万
三
千
円

が
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
で
は
、
街
路

の
舗
装
や
幹
線
排
水
路
を
建
設
す
る
た

温．L　．　　．7ノ

†．　」一
lir　’

　’≒．1日
i－1ζr、α

「L7
�P． d

膏二部
秒’第
　千二
　＝r．「　．L
，． ｲ⊥㍉　．L一

区百，二
丈．ピ区
整一十画
理・’1整

事π理

て

エ
「　＿

丈し

特
別

会
計

千

百
Lq

：
1
J

円

が

ノ」ば

教
育
長
に
は
村
口
美
好
氏

広報ひゆうが3

建設事業に5，600万円

　　　　　　　　　　　　　　　

大壬谷公園の造成など

　
こ
れ
ま
で

の
日
向
市
「

般
会
謝
の
予

算
総
額
は
二

十
三
億
二
千

八
百
力
十
八

万
一
千
円
で

し
た
が
、
こ

の
九
月
定
例

市
議
会
で
さ

ら
に
［
億
三

千
九
百
七
十

三
万
七
千
円

が
追
加
さ

れ
、
合
計
二

十
四
億
六
千

八
百
七
十
一

万
八
千
円
に

な
り
ま
し

た
。　

追
加
さ
れ

た
「
億
三
千
百
万
円
の
内
容
を
性
質
別

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
、
※
普
通
建
設

事
業
費
、
五
千
六
百
五
十
四
万
円

※
扶
助
費
五
千
三
百
八
十
六
万
六
千
円

※
物
件
費
千
百
六
十
七
万
七
千
円
、

※
そ
の
他
千
七
百
六
十
五
万
四
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
普
通
建
設
事
業
の
主
な

も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

墾繕

教
育
委
員
は
　
山
本

　　　へな

毒酒
　村口教育長

　
カ
月
末
で
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ

た
海
野
強
教
育
長
、
八
尋
黒
光
教
育
委

員
の
後
任
と
し
て
、
村
口
美
好
、
山
本

信
の
両
氏
が
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
．
．
任
期
満
了
と
な
っ
た
八
尋
洲
光

委
員
は
昭
和
三
十
七
年
五
月
［
日
に
教

育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
十
年
余
り
、
本

市
教
育
行
政
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
海
野
強
教
育
長
は
、
昭
和
四
十
四
年

四
月
一
日
目
本
市
教
育
委
員
と
な
り
、

教
育
長
と
し
て
こ
ん
に
ち
ま
で
ご
苦
労

い
た
だ
き
き
ま
し
た
が
健
康
上
の
理

由
か
ら
や
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

新
し
く
教
育
長
に
な
っ
た
村
口
美
好

委
員
は
、
日
向
中
学
校
長
、
児
湯
教
育

事
務
所
長
、
東
臼
杵
教
育
事
務
所
長
な

ど
を
歴
任
し
、
宮
崎
県
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
主
幹
を
最
後
に
退
職
さ
れ
、

こ
の
市
議
会
で
教
育
委
員
選
任
に
同
意

信
活

き
れ
た
も
の
で
す
。
同
じ
く
選
任
に
同

意
き
れ
た
山
本
信
氏
は
、
財
光
寺
小
学

校
長
、
日
影
屋
小
学
校
ε
、
ど
市
内
の

学
校
長
を
魅
任
さ
れ
、
現
在
会
社
嘱
託

二
つ
の
委
員
会
委
員
も

　
日
向
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
は
現
在
三
名
で
、
う
ち
橋
口
貫
之

氏
（
美
々
津
）
が
農
業
委
員
会
委
員
に

選
任
さ
れ
、
こ
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後

任
に
橋
口
繁
氏
（
美
々
津
）
が
き
ま
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
向
市
農
業
共
済
損
害
評
価

会
委
員
七
名
の
任
期
が
、
大
月
三
十
日

で
満
了
し
ま
し
た
の
で
、
後
任
に
つ
ぎ

の
か
た
が
た
が
き
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

黒
木
　
豊
（
日
知
屋
一
1
農
業
）

鱗
劉
輯
鋸
難

石
田
市
次
（
美
々
津
1
1
農
業
）

河
埜
斗
一
（
美
々
津
　
農
業
）

倒
木
美
敏
（
平
　
岩
目
団
体
職
員
）

黒
木
菊
夫
（
美
々
津
一
団
体
職
員
）

　みなさんからいただいたお金は、民間社会福祉事

のために残らず配布されます。明るいあすの社会を

くためにみなさんのご協力をお願いいたします．

日向地区共同募金会

、
㈱

二
　
　
　
占
刀

　
　
　
　
　
　
　
協

　　

@　

@　

@
諾

§
鎌

襟
脚
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税
金
は
ど
う
使
わ
れ
た
か

昭
和
四
十
六
年
度
決
算
か
ら
み
る

昭和47年10月号

｛
、

　
昭
和
四
十
六
年
度
の
日
向
市
の
台
所

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
九
月
開
か
れ
た

市
議
会
で
「
昭
和
四
十
六
年
度
日
向
市

一
般
会
計
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

」
が
上
提
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
決
算
総

額
は
、
歳
入
が
二
十
四
億
九
千
四
十
四

万
六
千
円
、
歳
出
が
二
十
四
億
五
千
九

十
万
大
千
円
。
差
引
三
千
力
百
五
十
三

万
七
千
円
の
黒
字
。

　
と
こ
ろ
で
「
決
算
」
と
は
、
帳
簿
の

お
金
の
出
入
り
の
し
め
く
く
り
を
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
使
い
み
ち
別

に
分
け
て
、
有
効
、
適
切
に
使
わ
れ
た

か
ど
う
か
、
ま
た
、
使
っ
た
結
果
は
ど

　
　
　
　
　
　

う
で
あ
っ
た
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面

か
ら
調
べ
て
、
今
後
の
市
行
財
政
の
足

が
か
り
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
．

　
さ
て
、
こ
の
お
金
、
む
だ
な
く
効
果

的
に
使
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
収
入
、
支
出
別
に
、
ま
た
、
使
い
み

ち
別
に
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

笏
総

括

　
ま
つ
、
二
十
四
億
九
干
四
十
万
円
と

い
う
莫
大
な
お
金
で
す
か
ら
、
使
う
前

に
、
そ
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
方
針
を

た
て
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昭
和
四
十
六

年
三
月
の
市
議
会
で
、
市
長
は
、
昭
和

四
十
六
任
，
度
日
向
市
行
財
政
の
基
衣
を

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
．

一
、
宮
城
振
興
対
策
の
推
進

　
産
業
振
興
発
展
の
た
め
の
施
設
の
整

箋
納

蕪
離

隷
麟

叢欝琴

　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
蝋
、
．

備
、
農
林
道
の
舗
装
改
良
、
商
店
街
振

興
策
な
ど

二
、
生
活
環
境
の
改
善

　
市
民
の
健
康
増
進
、
福
祉
向
上
の
た

め
の
施
策
、
道
路
、
上
水
道
、
港
湾
、

区
画
整
理
事
業
、
住
宅
建
設
な
ど
．
、

三
、
教
育
施
設
の
充
実

　
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育

の
三
つ
を
有
機
的
、
統
合
的
に
す
す

め
、
校
舎
な
ど
教
育
施
設
を
整
備
し
、

義
務
教
育
費
の
父
兄
負
担
軽
減
を
め
y
・
・

し
、
運
動
公
園
の
整
備
、
社
会
教
育
施

設
の
建
設
な
ど
。

　
そ
し
て
以
上
の
’
5
n
か
に
、
公
官
、
交

通
、
消
費
生
活
な
ど
．
の
行
政
を
す
す
め

る　
こ
れ
ら
の
施
政
の
基
本
の
な
か
で
、

“ゾ’

灘鞭饗
　菰講説，、／
画眉心♂、

懸
醐
顯
灘

懸
盤
■
卿
㌔

　　　　　　　　　一

＿一　　；一…繭、
：灘鰹騨騨1

　　　　　　　　　　　　　　　～＼
　　　　　　　　　　　　　　　　、

普
通
会
計
の
投
資
的
経
費
に
お
い
て
は

普
通
建
設
事
業
費
等
は
、
七
億
六
千
七

百
八
十
三
万
七
千
円
と
な
り
、
昭
和
四

十
五
年
度
の
同
事
業
費
に
比
較
す
る
と

二
十
、
一
鮮
の
伸
が
、
）
と
な
っ
て
い
ま
す

笏
一
般
会
計

　
昭
和
四
十
六
年
曜
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、

歳
人
　
十
九
億
七
千
九
百
六
十
四
万
円

歳
出
…
十
九
億
七
千
六
百
十
六
万
円

歳
入
歳
出
差
引
額
　
三
百
四
十
八
万
円

　
こ
の
数
字
は
、
昭
和
四
十
二
年
画
会

沼
の
約
一
．
倍
強
で
あ
り
頂
調
な
財
政
の

伸
卵
、
」
が
う
か
が
え
ま
す
一
、
ま
た
、
財
弁

別
に
み
る
と
、
自
主
財
源
（
市
税
や
使

＼、
糠

暉な

転焼♂4㌦
・礎 ｴ玩、湾、

耀拠ぐ』
音

　　

ﾂ
嚢
脚
評、

継

ザ
　
　
め講

　
り　

…
上
か
ら

　
…
　
○
美
々
津
小
プ
ー
ル

　
　
○
平
岩
小
校
舎
増
築
と
屋
体

　
　
○
蓮
芝
公
園
　
○
細
島
公
民
館

　
　
○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
な
ど
に
よ

、
る
市
独
自
の
お
金
）
が
前
年
度
に
比
べ

　
C
、
四
饗
増
加
し
て
い
ま
す
．
．
同
じ
く

　
前
年
度
に
対
し
歳
入
は
百
十
八
、
】

　
響
、
歳
出
は
百
十
七
、
力
嘗
の
比
率
と

　
へ
黛
．
て
お
り
、
歳
入
の
伸
び
が
○
、
二

　
鮮
と
歳
出
を
ヒ
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

　
こ
と
は
市
の
財
政
事
情
が
わ
ず
か
な
が

、
つ
好
転
。
三
．
峯
。
し
ょ
ノ

Ψ
∵
歳
　
　
入

歳
入
を
二
つ
に
分
臣
て
み
ま
し
一
、
う

昭和47年10月号広報ひうゆが5

「
自
主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
。

「
依
存
財
源
」
と
は
地
方
譲
与
税
、
地

方
交
付
金
、
国
県
支
出
金
、
市
債
な
ど

「
自
主
財
源
」
以
外
の
国
や
県
か
ら
く

る
お
金
、
そ
の
額
と
比
率
は
、

自
主
財
源
一
七
億
八
万
五
百
六
十
万
円

　
　
　
　
　
（
三
十
九
、
七
響
）

依
存
財
源
　
十
［
億
力
千
四
百
四
万
円

　
　
　
　
　
（
六
十
、
　
一
二
桝
和
）

こ
れ
か
ら
み
る
と
四
対
六
の
割
合
と
い

え
ま
す
。
　
「
自
主
財
源
　
は
、
徐
々
に

伸
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
歳
入
の
う
ち
で
費
目
別
に
、

歳
入
額
の
大
き
い
順
に
内
容
を
み
ま
し

ょ
う
。

▽
市
税
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
た
ば
こ
消
費
税
、
電
気
ガ

ス
税
な
ど
）
一
五
億
五
千
四
百
六
十
大

万
三
千
円
。
歳
入
総
額
中
に
し
め
る
割

台
は
二
十
八
響
前
年
度
に
く
ら
べ
て
一

響
の
上
昇

フ
地
方
交
付
税
（
依
存
財
源
）
－
五
億

三
千
四
百
六
十
八
万
三
千
円
．
歳
入
中

に
し
め
る
割
合
は
二
十
七
、
○
新
、
前

年
晦
に
く
ら
べ
’
、
○
、
八
轡
低
下
し
て

い
ま
す
、
．

▽
重
度
支
出
金
（
依
存
財
源
）
I
－
三
億

七
千
九
百
六
十
三
万
円
、
歳
入
申
に
し

め
る
割
合
は
、
十
九
、
二
巴
で
前
年
疲

よ
り
四
、
二
計
低
下
，

▽
市
債
（
依
存
財
源
）
－
⊥
億
五
千
九

百
三
十
万
円
。
歳
入
中
に
し
め
る
割
合

は
．
〈
．
．
ρ
滋
自
、
　
跳
朋
年
曖
比
一
二
、
　
」
ハ
μ
獅
の

上
昇
、

▽
財
産
収
入
（
自
主
財
源
）
5
⊥
億
五

百
八
十
七
万
円
．
歳
入
中
に
し
め
る
割

合
は
五
、
三
訂
、
前
年
耳
目
二
、
○
鮮

　
頗円

2

子
金
o
o
4
3
8
5

ど
う
コ
む
　
ヨ

2
交
z
　
㌃

8
．
策

料
対
金
金
金

数
全

手
安
入
越
附

用
通

使
交
繰
繰
寄

’

一般会計歳入決算表

分手早金及び負担金

33，748千円」．7，の

　　喚
554694干円

　　28『7、

そ
O
他
（
2
、
4
、

　
」
～
＼

環
ト
飽
臥

歳入総額

979．644千円

織
市　債

159300干円

　8r）

地方交一り
534　683干内

27G

醒魔支出金
379　629千円

　　’191〆㍉

「
’

’

1

一般会計歳出決算表

の
上
昇
で
歳
入
の
第
五
位
。

▽
県
支
出
金
（
依
存
財
源
）
田
八
千
六

百
二
十
「
万
円
。
歳
入
中
に
し
め
る
割

合
四
、
四
鮮
。
前
年
度
比
一
、
○
育
の

上
昇
、
第
六
位
。

▽
諸
収
ス
（
自
主
財
源
）
八
千
八
十
万

円
．
歳
入
中
に
し
め
る
割
合
四
、
　
「
等

前
年
吟
比
論
、
七
響
の
低
下
。

▽
分
担
金
及
び
負
担
金
（
自
主
財
源
）

，
－
三
千
三
百
七
十
四
万
円
．
．
歳
入
中
に

し
め
る
割
合
］
、
七
鮮
。
前
年
磨
比

○
、
八
鮮
の
上
昇
。
第
八
位
。

▽
地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
交
通
安
全

対
策
特
別
交
付
金
、
繰
入
金
、
寄
附
金

繰
越
金
の
順
で
、
こ
の
合
計
額
団
四
千

四
百
六
十
九
万
五
千
円
。

災害復旧同旨費

一「繭　　　　　　　　　髭の他
　　　。3，　　　　　　　5992。千円
　　　　　　　　　　　　　　　　愉、T
票　　・。覧／3
∋6

P乱人・聴

　　　　　　　　その他」　．や

。。。鮫糠調歳出総額承
55181z手円的

　　27g・揚1．976，164千円密

　　　　　　　　　η　　　艶
　　　　　　　ノ

　　　　繕響シ

　　　　　5．584手弔

　　　　　　　　03，

弩碧鐸絵

昭和46年度市税の税目別収入状況

ての他2軽目動車穐
6」28千円

※
歳
　
　
出

　
歳
出
も
性
質
別
に
分
け
て
み
ま
し
．
訪

う
、
．
歳
出
は
、
　
「
，
消
費
的
経
費
一
、
　
「

投
資
的
経
費
」
、
　
「
そ
の
他
」
と
三
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
消
費
的
経
費
と
は

「
人
件
費
、
上
件
費
、
扶
助
費
、
補
助

費
な
ど
」
が
あ
げ
ら
れ
、
投
資
的
経
費

と
は
「
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業

費
、
失
業
対
策
事
業
費
」
、
そ
の
他
は

「、

�
ﾂ
費
、
借
入
金
の
利
子
、
積
立
金

な
ど
」
で
す
．
、
そ
の
額
と
比
率
は
、

消
費
的
経
費
陪
十
一
億
気
嵩
力
業
三
十

¶
刀
円
　
（
六
十
、
　
七
暫
）

投
資
的
経
費
一
六
万
億
九
百
五
十
四
万

円
（
三
十
、
八
響
）

そ
の
他
一
一
億
六
千
七
百
三
十
三
万
円

　
（
八
、
五
誓
）

　
消
費
的
経
費
は
、
前
年
瞳
に
比
べ
て

二
十
五
、
七
冥
色
、
投
資
的
経
費
で
増

加
し
て
い
る
の
は
　
建
設
事
業
費
で
前

年
度
比
七
、
○
智
増
、
そ
の
他
の
経
費

で
は
公
債
費
が
六
、
○
警
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
人
口
「
人
当
り
、
い
く
ら
い

っ
た
か
、
歳
出
総
額
か
ら
日
向
市
民
の

数
で
割
っ
て
み
る
と
四
万
二
百
七
円
。

前
年
度
に
比
べ
る
と
五
千
五
十
六
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
支
出
の
費
目
別
に
大
き
い

も
の
か
ら
順
に
列
記
し
て
み
ま
し
ょ
う

▽
教
育
費
u
三
億
七
千
六
百
九
十
六
万

円
で
ト
ッ
プ
、
．
歳
出
総
額
中
に
し
め
る

割
合
は
十
九
、
「
響
。
主
な
事
業
は
平

岩
小
学
校
体
育
館
建
設
、
同
校
校
舎
改

築
、
財
光
寺
小
学
校
増
築
、
日
向
中
学

校
増
築
、
美
々
津
中
学
校
改
築
が
七
千

左
百
九
十
三
万
円
。
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
建
設
、
細
島
公
民
館
建
設
、
お
倉
ケ

浜
運
動
公
園
造
成
な
ど
が
七
千
六
百
二

十
四
万
円
。
▽
民
生
費
　
三
億
七
千
五

百
二
十
一
万
円
．
歳
出
中
に
し
め
る
割

合
十
九
、
○
む
。
主
な
も
の
は
生
活

保
護
費
の
二
号
「
千
四
百
力
十
八
万
円

で
、
民
生
費
の
う
ち
五
十
七
、
三
響
を

し
め
て
い
ま
す
。
▽
総
務
費
・
三
億
二

千
二
百
五
十
四
万
円
で
第
三
位
。
支
出

の
主
な
も
の
は
総
務
管
理
費
の
二
億
二

千
九
百
四
十
万
円
を
筆
頭
に
徴
税
費
五

千
四
百
二
十
大
万
円
戸
籍
選
挙
関
係
が

三
千
万
円
。
▽
農
杯
水
産
業
費
目
－
二
億

四
百
三
十
二
万
円
。
歳
出
に
し
め
る
割

合
十
、
三
響
、
農
林
業
振
興
の
た
め
の

施
策
に
「
億
九
千
三
百
六
十
「
万
円
。
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主
ハ
、
－
も
の
と
し
て
は
団
体
営
農
道
舗
装

事
業
費
「
千
三
百
八
十
八
万
円
を
は
じ

め
農
業
振
興
地
域
整
備
対
策
事
業
、
大

釦、

ﾍ
開
拓
パ
イ
耳
門
．
ト
事
業
、
鷹
二
農

免
這
路
事
業
、
団
体
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
芙
な

ど
、
水
産
関
係
は
［
千
七
十
五
万
円

町
・
土
木
費
　
二
億
二
百
二
十
力
万
円
は

第
五
番
目
．
歳
出
中
に
し
め
る
割
合
は

十
、
二
二
．
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業

が
四
千
五
百
万
円
で
ト
ッ
プ
。
あ
と
草

場
大
曲
通
線
改
良
事
業
、
道
路
新
設
改

良
、
土
地
開
発
事
業
、
公
営
住
宅
建
設

事
業
会
計
繰
出
金
な
ど
が
主
な
事
業
。

V
公
債
費
1
一
億
七
百
四
十
「
万
円
、

市
債
な
ど
の
返
還
に
あ
て
た
も
の
で
、

歳
出
申
に
し
め
る
割
合
は
五
、
四
隅
、

前
年
度
よ
り
○
、
六
州
そ
の
低
下
。
し
か

し
、
金
額
で
は
五
百
八
十
六
万
円
の
増

▽
諸
支
出
金
一
八
千
百
九
十
「
万
円
。

主
な
も
の
は
公
有
財
産
購
入
費
が
三
千

五
百
八
十
万
円
と
土
地
開
発
基
金
繰
出

金
四
千
二
百
万
円
が
主
な
も
の
。

［〉

ﾁ
防
費
　
七
千
八
百
八
十
五
万
円
で

八
番
目
。
歳
出
中
に
し
め
る
割
合
は
四

、
○
響
事
業
の
大
き
い
も
の
は
笥
六
部

（
曾
根
区
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、

中
村
、
比
良
区
の
小
型
ポ
ン
プ
、
亀
崎

南
区
ほ
か
の
防
火
水
槽
五
基
の
建
設
な

ど
で
消
防
力
の
充
実
が
は
か
ら
れ
ま
し

た
。▽

衛
生
費
　
七
千
五
百
七
十
三
万
円
。

主
な
も
の
は
清
掃
事
業
関
係
の
四
千
三

百
五
十
二
万
円
。
防
疫
薬
剤
の
半
額
市

補
助
な
ど
が
【
歩
前
進
。
歳
出
中
に
し

め
る
割
合
は
三
、
八
榔
。
▽
労
働
早
り
・

五
千
二
百
十
四
万
円
。
ほ
と
ん
ど
失
業

対
策
費
で
、
ド
ー
ザ
シ
ョ
ベ
ル
購
入
費

が
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
商
工
費
－
－
五
千
五
百
三
十
四
万
円
は

第
十
一
番
目
。
前
年
度
よ
り
二
千
二
百

二
十
三
万
円
の
増
で
、
主
な
も
の
は
産

業
振
興
、
商
工
業
振
興
の
た
め
の
補
助

金
「
千
七
百
六
十
二
万
円
な
ど
。
ま
た

本
市
の
観
光
施
設
の
整
備
の
た
め
の
工

事
費
は
覇
王
ヶ
浜
公
園
の
整
備
な
ど
四

百
六
十
九
万
円
。
歳
出
中
に
し
め
る
刮

合
は
二
、
八
ギ
。
前
年
曖
よ
り
○
、
九

州
玉
の
ト
自
升
．
、
▽
議
△
五
費
⊥
二
千
七
百
八

十
八
力
円
。
議
員
報
酬
、
議
会
活
動
に

要
し
た
諸
経
費
。
▽
災
害
復
旧
費
旨
五

百
八
十
八
刀
円
は
十
三
番
目
。
公
共
土

－
木
施
設
漁
火
望
口
復
旧
旧
曹
凪
が
一
二
百
六
十
七
丁
刀

円
。
女
教
施
設
災
害
復
旧
費
の
身
動
円

が
主
な
も
の
農
林
水
産
業
施
設
の
破
実

は
少
な
く
九
十
一
万
円
。

★
特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
つ
ぎ
の
六
会
計
。
特

別
会
計
と
は
市
が
特
定
の
事
業
を
行
な

う
場
合
特
定
の
歳
入
歳
出
経
理
を
設
け

、
　
一
般
会
計
と
区
分
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
に
設
置
す
る
会
計
。

［
、
公
営
住
宅
事
業
特
別
会
計

二
、
東
部
第
二
⊥
⊥
地
区
画
整
理
事
業
特

　
　
別
会
計

三
、
曾
根
量
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

　
　
計

四
、
と
畜
場
事
業
特
別
会
三

五
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

六
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
六
年
唆
特
別

会
計
の
決
算
額
は
、

歳
ス
鴇
五
億
＝
†
八
十
力
円

歳
出
　
四
偬
七
千
四
百
七
十
四
乃
円

歳
入
歳
出
差
引
額
　
三
千
六
百
六
乃
円

　
各
特
別
会
計
別
に
そ
の
主
な
も
の
の

収
支
を
み
て
み
ま
す
と

▼
公
営
庄
宅
事
業
特
別
会
計

　
住
宅
建
設
年
次
計
画
に
基
づ
き
、
前

萱
，
度
に
引
続
い
て
櫛
の
山
団
地
に
第
【

種
中
層
耐
火
構
造
五
階
建
住
宅
一
棟
四

十
世
帯
分
、
同
じ
く
第
二
種
住
宅
一
棟

二
十
世
帯
分
を
建
設
。
な
お
こ
の
住
宅

の
入
居
申
込
者
は
百
二
十
人
で
ち
ょ
う

ど
二
倍
、
転
居
な
ど
に
よ
る
補
充
申
込

者
は
六
十
八
戸
に
対
し
二
百
三
人
で
三

倍
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
平
均
値
を
と
る

と
二
、
五
倍
で
、
前
年
度
の
二
、
八
倍

に
比
し
’
、
入
居
競
争
率
は
、
わ
ず
か
な

が
ら
緩
和
し
て
い
る
と
い
え
ま
し
レ
誤
う

歳
入
－
心
慮
八
百
三
十
「
万
円

歳
出
一
一
億
六
百
九
十
二
刀
円

歳
入
歳
出
差
引
額
i
百
三
十
九
万
円

▽
東
部
第
二
十
地
区
画
整
理
事
業
特
別

　
会
計

保
留
地
の
処
分
金
及
び
前
年
慶
か
ら
の

繰
越
金
で
街
路
築
造
と
舗
装
そ
れ
に
家

屋
移
転
補
償
工
事
を
行
な
い
ま
し
た
。

歳
入
－
七
千
力
百
二
十
六
万
円

歳
出
コ
六
千
九
百
三
十
五
万
円

歳
入
歳
出
差
引
額
一
九
百
九
十
一
万
円

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
一
二
億
七
千
四
百
六
千
七
万
円

歳
出
－
：
二
億
五
千
力
百
四
十
「
刀
円

差
引
額
・
千
五
百
二
十
六
万
円

　
翌
年
度
へ
千
五
百
二
十
六
力
円
を
繰

越
し
て
い
ま
す
。

▽
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
共
済
掛
金
、
賦
課
金
の
収
納
状
況
を

前
年
度
と
比
べ
る
と
前
年
曜
六
十
八
、

六
響
に
対
し
本
年
度
は
七
十
四
、
六
響

と
六
、
○
響
上
昇
し
て
い
ま
す
。

歳
入
p
四
千
八
万
円

歳
出
⊥
二
千
五
百
八
十
四
万
円

歳
入
歳
出
差
引
額
一
1
四
百
二
十
四
万
円

　
以
上
は
、
市
監
査
委
員
の
「
日
向
市

歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
開
薄
」
の
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、
い
っ

そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

昭和47年10月

圏
騒
音
を
出
す
施
設
や
設
備
は

届
け
出
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

　
△
「
年
三
月
に
公
布
さ
れ
た
「
日
向
市

公
害
防
止
条
例
」
に
よ
っ
て
、
　
「
公
害

防
止
条
例
施
行
規
則
」
が
カ
月
十
六
日

告
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
規
則
は
騒
音

を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
と
り

き
め
が
主
で
す
。
こ
の
規
則
に
よ
る
と

騒
音
を
出
す
事
業
所
は
、
十
月
三
十
日

ま
で
に
市
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
届
け
出
を
し
な
い
と
条
例
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
処
罰
き
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
で
は
、
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
騒
音
を
出
す
施
設
と
は
ど
ん
な
も

の
で
し
ょ
う
か
，

（
4
、
金
属
加
工
機
械

　
ア
　
圧
延
機
械
（
原
動
機
の
定
格
出

　
　
　
力
の
合
計
が
二
二
、
五
キ
ロ
ワ

　
　
　
碍
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

　
イ
　
製
管
機
械

　
ウ
　
ベ
ン
デ
ン
グ
マ
シ
ン
（
ロ
ー
ル

　
　
　
式
の
も
の
で
あ
っ
て
、
原
勒
機

二＝オカキラ

の
定
格
出
力
が
三
、
七
五
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
）

液
圧
ブ
レ
ス
（
矯
正
プ
レ
ス
を

除
く
。
）

機
械
プ
レ
ス
（
呼
び
加
圧
能
力

が
三
十
重
量
ト
ン
以
上
の
も
の

に
限
る
。
〉

せ
ん
断
機
（
原
動
機
の
定
格
出

力
が
三
、
七
五
キ
ロ
ワ
門
ノ
・
へ
－
以

L
．
の
も
の
に
限
る
）
。

鍛
造
機

ワ
イ
ヤ
…
コ
ナ
．
…
ミ
ン
ラ
マ
シ

　
　
　
ン

　
ケ
　
フ
ラ
ス
ト
（
タ
ン
ク
ラ
ス
以
列

　
　
の
も
の
で
あ
っ
て
、
密
閉
式
の

　
　
も
の
を
除
く
。
）

　
コ
　
タ
ン
ブ
ラ
ー

二
　
空
気
圧
縮
機
及
び
送
風
機
（
原
動

　
機
の
定
格
出
力
が
七
、
五
キ
ロ
ワ

　
　
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

三
、

土
石
昭
又
は
鉱
物
用
の
破
砕
機
、

摩
砕
機
、
ふ
る
い
及
び
分
級
機
（

原
動
機
の
定
格
出
力
が
七
、
五
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
）
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四
、
織
機
（
原
動
機
を
用
い
る
も
の
に

　
　
限
る
。
）

五
、
建
設
用
資
材
製
造
機
械

　
　
　
コ
ン
タ
　
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
（
気

　
ア

　
　
　
ほ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト

　
　
　
を
除
き
、
混
練
絹
の
混
合
容
量

　
　
　
が
○
、
四
五
立
方
メ
ー
ト
ル
以

　
　
　
上
の
も
の
に
限
る
。
）

　
イ
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
（
混

　
　
　
練
機
の
渥
練
重
量
が
二
〇
〇
キ

　
　
　
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
も
の
に
限
る

　
　
　
）

六
、
穀
物
用
製
紛
機

七
、
木
材
加
工
機

　
ア
　
ド
ラ
ム
パ
ー
カ
ー

　
イ
　
チ
ッ
パ
ー
（
原
動
機
の
定
格
出

　
　
　
力
が
二
、
二
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

　
　
　
上
の
も
の
に
限
る
。
）

　
ウ
　
砕
木
機

　
工
　
帯
の
こ
盤
（
製
材
用
の
も
の
に

　
　
　
あ
っ
て
は
原
動
機
の
定
格
出
力

　
　
　
が
一
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も

　
　
　
の
、
木
工
用
の
も
の
に
あ
っ
て

　
　
　
は
原
動
機
の
定
格
出
力
が
二
、

　
　
　
二
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も

　
　
　
の
に
限
る
。
）

　
オ
　
丸
の
こ
盤
（
製
材
用
の
も
の
に

　
　
　
あ
っ
て
は
原
動
機
の
定
格
出
力

　
　
　
が
十
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ト
以
上
の

　
　
　
も
の
、
木
工
用
の
も
の
に
あ
っ

　
　
　
て
は
原
動
機
の
定
格
出
力
が
二

　
　
　
、
二
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も

カ

の
に
限
る
。
）

か
ん
な
盤
（
原
動
機
の
定
格
出

力
が
二
、
二
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
の
も
の
に
限
る
。
）

八
、
抄
紙
機

九
、
印
刷
機
械
（
原
動
機
を
用
い
る
も

　
　
　
の
に
限
る
。
）

十
、
合
成
樹
脂
用
射
出
成
形
機

十
一
、
鋳
型
造
形
機
（
ジ
ョ
ル
ト
式
の

　
　
　
も
の
に
限
る
。
）

十
二
、
高
速
切
断
機

十
三
、
研
磨
機
（
乾
式
研
磨
機
、
サ
ン

　
　
　
ダ
ー
）

十
四
、
ね
ん
糸
機

十十十
七六五

、　　 、　　 、

七
～
イ
以
外
の
チ
ッ
パ
ー

七
～
工
以
外
の
帯
の
こ

七
～
オ
以
外
の
丸
の
こ
（
固
定

式
の
も
の
に
限
る
。
）

十
八
二
七
～
力
以
外
の
か
ん
な
盤
（
固

　
　
　
定
式
の
も
の
に
限
る
。
）

十
夷
、
自
動
洗
び
ん
機
（
原
動
機
の
定

　
　
　
格
出
力
が
一
、
五
キ
ロ
ワ
ッ
、
ト

　
　
　
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

二
十
　
石
材
引
割
機

二
十
一
　
重
油
バ
ー
ナ
ー
（
重
油
使
用

　
　
　
量
が
毎
時
五
リ
ッ
ト
ル
以
上
の

　
　
　
も
の
に
限
る
。
）

二
十
二
、
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
（
原
動

　
　
　
機
の
定
格
出
力
が
○
、
七
五
キ

　
　
　
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
限
る

二
十
一
二
、
　
ス
チ
ー
ム
ク
リ
ー
ナ
ー

く
い
打
ち
作
業
な
ど
は

七
日
前
に
届
出
を

　
く
い
打
作
業
な
ど
を
実
施
す
る
建
設

作
業
は
、
そ
の
作
業
を
開
始
す
る
七
日

前
ま
で
に
届
け
出
を
す
る
こ
ど
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
届
け
出
を
す
る
必
要
の

あ
る
作
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
く
い
打
機
（
も
ん
け
ん
を
除
く
）

　
く
い
抜
機
又
は
く
い
漆
く
い
抜
機
（

　
圧
入
式
く
い
短
く
い
抜
機
を
除
く
）

　
を
使
用
す
る
作
業
）
く
い
打
機
を
ア

　
ー
ス
オ
ー
ガ
ー
ど
併
用
す
る
作
業
を

　
除
く
。
）

二
、
び
ょ
う
打
機
を
使
用
す
る
作
業

三
、
さ
く
岩
機
を
使
用
す
る
作
業
（
作

　
業
地
点
が
連
続
的
に
移
動
す
る
作
業

　
に
あ
っ
て
は
、
　
「
日
に
お
け
る
当
該

　
作
業
に
係
る
地
点
間
の
最
大
距
鍋
が

　
五
十
メ
ー
ト
ル
を
越
え
な
い
作
業
に

　
限
る
。
）

四
、
空
気
圧
縮
機
（
電
動
機
以
外
の
原

　
動
機
を
用
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

　
の
原
動
機
の
定
格
出
力
が
一
五
キ
ロ

　
ワ
一
、
ト
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を

　
使
用
す
る
作
業
（
さ
く
岩
機
の
効
力

　
と
し
て
使
用
す
る
作
業
を
除
く
。
）

五
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
（
混
練

　
　
　
　
　
容
長
が
○
、
四
五
立
方
メ

　
！
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
）
又
は

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
（
混
断
機

　
の
玉
池
重
量
が
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を
設
け
て

　
行
な
う
作
業
（
モ
ル
タ
ル
を
製
造
す

　
る
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
を

　
設
け
て
行
な
う
作
業
を
除
く
。
）

六
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
を
使
用

　
す
る
作
業
（
作
業
地
点
が
連
続
的
に

　
移
動
す
る
作
業
に
あ
っ
て
は
、
　
一
日

　
に
お
け
る
当
該
作
業
に
係
る
二
地
煮

　
間
の
最
大
距
離
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
を

　
越
え
な
い
作
業
に
限
る
。
）

七
　
電
動
工
具
を
使
用
す
る
は
つ
り
作

　
業
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
仕
上
作
業

八
　
鉄
球
を
使
用
す
る
解
体
作
業

　
こ
れ
ら
騒
音
発
生
施
設
の
届
け
出
に

つ
い
て
の
問
合
や
、
届
出
用
紙
に
つ
い

くて
♪ノ　P↓
♂＿　、｝

さ生
い活
。課

　公
　害
　対
　策
　係
　に
　お
　た
　ず
　ね

拡
声
機
の
使
用
も

　
拡
声
機
の
使
用
も
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
学
校
、
保
育
所
、
病
院
、
図
書
館
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
周
囲
五

レ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
は
、
拡
声
機
に
よ

る
宣
伝
放
送
は
禁
止
さ
れ
ま
す
、

　
ま
た
商
業
宣
伝
を
目
的
と
し
た
拡
声

機
を
使
用
す
る
場
合
は
、
遵
守
事
項
が

決
め
ら
れ
て
お
り
、
附
近
の
生
活
環
境

を
み
翻
1
1
す
よ
う
な
放
送
は
禁
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
飲
食
店
営
業
等
に
よ
る
深
夜
（
午
後

十
｝
時
か
ら
翌
日
の
午
前
六
時
ま
で
）

の
騒
音
も
、
そ
の
周
辺
の
生
活
環
境
を

そ
こ
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
く
な
り
ま
し
た
。、パイルの打ち込み作業この打込み時に

発生する音は九十ホーンから百ホーン



、
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支
給
の
わ
く
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た

恩
給
法
や
援
護
法
を
改
正

　
恩
給
法
と
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
年
金

や
恩
給
扶
助
料
が
十
月
か
ら
大
幅
に
増

額
さ
れ
る
ほ
か
、
支
給
の
対
象
わ
く
が

次
の
よ
う
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

△
特
別
弔
慰
金
関
係

　
特
別
弔
慰
金
は
、
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
を
受
け
た
戦
没
者
の
遺
族
で
、
昭

和
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
公
務
扶
助

料
や
年
金
等
を
受
け
る
者
が
い
な
く
な

っ
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
支
給
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
は
昭
和
四
十
七

年
四
月
一
日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
や
年

金
を
受
け
る
者
が
い
な
く
な
っ
て
い
る

も
の
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

∴］

嵂
v
者
関
係

　
日
華
事
変
（
昭
和
十
二
年
七
月
七
日

～
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
）
の
間
に

内
地
や
満
州
な
ど
で
勤
務
し
た
陸
、
海

軍
の
軍
属
が
、
公
務
の
傷
病
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
場
合
も
遺
族
年
金
、
遣
族
給

与
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
公

務
の
傷
病
ま
た
は
勤
務
関
連
の
傷
病
に

よ
っ
て
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以

降
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
弔
慰
金
も
支

給
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
戦
争
病
者
関
係

　
日
華
事
変
の
間
に
、
内
地
や
満
州
で

勤
務
し
た
軍
人
、
軍
属
が
公
務
の
た
め

に
傷
病
に
か
か
っ
て
、
不
具
廃
疾
の
状

態
に
あ
る
場
合
に
も
障
害
年
金
や
【
時

金
が
支
給
さ
れ
、
戦
傷
病
者
手
帳
や
療

養
給
付
な
ど
も
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

△
特
別
給
付
金
関
係

　
昭
和
四
十
穴
年
の
法
律
改
正
に
よ
っ

て
、
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
戦
没
者
の
妻
や
父
母
お
よ
び

障
害
年
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
戦
傷
病
者
の
妻
に
も
、
特
別
給
葺
、
金

が
支
給
き
れ
ま
す
。

　
以
上
が
こ
ん
ど
の
法
改
正
の
あ
ら
ま

し
で
す
。
わ
か
ら
な
い
点
は
市
福
祉
事

務
所
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

献
　
血
　
の

お
　
ね
　
が
　
い

　
市
で
は
毎
月
一
回
、
日
赤
血
液
セ
ン

タ
ー
か
ら
移
動
採
血
車
が
来
て
市
内
各

所
で
採
血
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
交

通
事
故
、
病
気
等
で
輸
血
を
す
る
こ
と

が
非
常
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
な
か
に

は
血
液
不
足
で
手
術
も
で
き
な
い
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
採
血
は
決
し

て
お
そ
ろ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
の
場
で
医
師
や
看
護
婦
が
や
さ
し
く

せ
つ
め
い
い
た
し
ま
す
。
自
分
だ
け
は

と
思
っ
て
い
て
も
、
い
つ
自
分
に
血
液

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み

ん
な
の
た
め
に
、
そ
し
て
あ
な
た
の
た

め
に
献
血
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
献
血

の
ご
相
談
は
、
福
祉
事
務
所
へ
。

新刊図書案内

哲
学
っ
テ

〔
歴
史
〕

　
②
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
現
在

　
　
で
満
三
十
歳
ま
で
の
者
（
昭
和
十

　
　
七
年
四
月
二
日
以
降
に
出
生
し
た

　
　
者
）
．

3
　
試
験
．
の
方
法

　
ゴ
　
筆
記
試
験
　
常
識
問
題
（
中
藍

　
　
程
度
）

　
ゼ
　
面
接
試
験
、
身
体
検
査
、
身
L
「

　
　
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
．

4
　
試
験
日
程

　
↑
一
受
付
　
十
［
月
六
日
か
ら
十
一

　
　
月
十
四
日
（
当
日
消
印
倉
効
）
ま

　
　
で

　
②
試
験
日
十
［
月
十
力
日

　
③
合
格
発
表
十
二
月
力
日

5
　
受
験
手
続
　
受
験
申
込
書
、
履
歴

　
書
（
写
真
添
付
）
、
戸
籍
抄
木
、
卒

　
業
証
明
（
見
込
証
明
）
を
市
役
所
人

　
事
課
に
提
出
す
る
こ
と
．
、

　
受
験
ご
希
望
の
か
た
は
、
市
役
所
人

事
課
（
日
向
市
本
町
十
番
五
号
）
へ
受

験
由
込
書
を
ご
請
求
く
だ
き
い
。
な
お

二
の
場
台
は
、
切
手
を
は
っ
た
、
あ
て

先
明
記
の
返
信
用
封
篇
を
同
封
し
て
く

だ
き
い
。

　
　
日
向
市
立
図
書
館
に
、

　
つ
ぎ
の
新
刊
図
書
が
は
い

り
ま
し
た
の
で
メ
・
訂
、
）
ご
愛

読
く
だ
き
い
。

　
〔
総
記
〕

報
道
占
、
メ
ラ
マ
ン
、
真
夜

中
対
談
。

　
〔
哲
学
〕

若
者
の
哲
学
。
兵
役
を
拒

否
し
た
日
衣
人
。
抵
抗
、
〃

4
：
－
・
ロ

市
職
員
の
任
用
資
格
試
験

　
昭
和
四
十
七
年
度
日
向
市
職
員
任
用

試
験
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す

（一

ﾊ
職
員
）

1
　
試
験
区
分
　
事
務
職
員
及
び
技
術

　
職
員
。
技
術
職
員
は
土
木
、
砂
築
、

　
農
林
（
農
業
改
良
並
日
及
員
の
有
資
格

　
者
）
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
す

　
る
者
。

2
　
受
験
資
格

　
C
　
高
等
学
校
卒
業
又
は
同
程
度
の

　
　
学
力
を
有
す
る
者
。
技
術
職
員
に

　
　
つ
い
て
は
高
等
学
杜
専
門
謬
帰
詣

　
　
又
は
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

　
②
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
　
日
現
在

　
　
で
満
二
十
五
歳
ま
で
の
者
（
昭
和

　
　
二
十
二
年
四
月
二
日
以
降
出
牛
の

　
　
者
）

3
　
試
験
の
方
法

＠
筆
記
試
験

　
　
事
務
職
福
引
国
語
、
社
会
、
数
学

　
　
作
文
。

　
　
技
術
職
員
　
国
語
、
社
会
、
数
学

　
　
専
門
科
目
。

　
②
　
面
接
試
験
、
身
休
検
査
、
身
』

　
　
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
、
．

4
　
試
験
日
程

　
⑦
　
受
け
、
十
月
二
十
三
日
か
ら
十

　
　
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
臼
効
）

　
　
ま
で
。

　
一
エ
　
筆
記
試
験
　
十
「
月
十
二
日

　
③
面
接
試
験
十
一
月
十
三
日

　
包
合
格
発
表
　
十
二
月
㌃
日

5
　
受
験
手
続
　
受
験
申
込
書
、
履
麻
『

　
言
（
写
真
添
付
）
、
戸
籍
抄
本
、
卒

　
業
証
蘭
書
（
界
込
証
明
）
、
学
業
成

　
績
証
明
を
市
役
所
人
事
課
に
提
出
す

　
る
こ
と
。

（
現
業
職
員
）

1
　
試
験
区
分
　
清
掃
事
務
所
作
業
員

　
給
食
調
琿
員
及
ぺ
）
用
務
員

2
　
受
験
資
格

　
σ
　
義
務
教
育
卒
業
以
上
の
者

中
国
の
日
本
人
．
日
本
と
∂
出
会
い
．

〔
社
会
科
学
〕

老
い
（
上
、
下
と
現
代
企
坐
天
論
。
定

缶
，
．
．
婦
人
労
働
コ
知
識

〔
自
然
F
｝
げ
志

入
門
現
代
漢
方
、
高
血
圧
の
食
事
療
注

冷
臓
病
の
食
事
療
法
、
差
別
の
論
理
、

開
か
れ
た
小
｝
・
－
な
扉
。

〔
工
学
〕

日
曜
大
工
事
興

〔
産
業
〕

ユ
タ
ヤ
の
商
法
、
空
に
安
全
ば
な
い

や
き
し
い
農
業
経
営
学
。

〔
日
本
文
学
し

白
鳥
の
歌
な
ん
か
聞
こ
え
な
い
、
黒
ん

坊
、
狼
な
ん
か
こ
わ
く
な
い
、
奔
馬
、

暁
の
寺
、
天
入
五
衰
、
た
っ
た
一
人
、
刀

反
乱
、
幸
福
と
い
う
名
の
不
幸
、
四
角

な
麟
、
白
い
椅
子
、
し
お
れ
し
花
飾
り

の
ご
ど
く
、
坂
の
上
の
雲
（
一
～
四
）

後
白
河
院
、
悲
の
器
、
暁
の
追
分
に
・
∵

っ
、
仮
面
法
廷
、
銭
の
花
、
酔
い
ど
れ

船
、
下
々
の
女
　
名
門
深
沢
家
の
跡
維

ぎ
、
人
殺
し
、
鬼
謀
の
人
、
密
猟
者
万

法
郎
、
胱
惚
の
入
．
．
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自
然
保
護
．
撰
進
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
私
た
ち
の
郷
土
宮
崎
県
の
美
し
く
豊

か
な
自
然
は
、
私
た
ち
の
祖
先
か
ら
受

け
つ
い
だ
尊
い
財
産
で
す
。
私
た
ち
は

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
り
、

育
て
、
さ
ら
に
よ
い
自
然
を
つ
く
り
出

し
、
こ
れ
を
次
の
世
代
へ
引
き
つ
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
に
県
で
は
、
民
閻
に
お
け
る
自
然
保

護
普
及
活
動
の
推
進
者
と
し
て
「
自
然

保
護
推
進
員
」
の
制
度
を
設
け
、
県
民

の
な
か
か
ら
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
推
進
員
は
県
下
で
千
五
百
人
、

う
ち
日
向
市
七
十
人
と
な
っ
て
い
ま
す

応
募
資
格
や
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り

1
　
応
募
資
格

　
市
内
に
庄
ん
で
い
る
十
二
才
以
上
の

か
た
で
自
然
保
護
に
つ
い
て
理
解
と
熱

意
の
あ
る
か
た
。

2
　
応
募
の
方
法

　
市
役
所
生
活
課
に
「
自
然
保
護
推
進

員
応
募
申
込
書
」
が
あ
る
の
で
住
所
、

氏
名
な
ど
を
書
い
て
、
生
活
課
に
提
出

す
る
。

3
　
締
切
日

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
六
日

4
　
推
進
員
の
決
定

　
応
募
者
の
う
ち
か
ら
県
で
選
ぶ
。

5
　
費
用

　
県
が
招
集
し
た
会
議
な
ど
に
出
席
し

た
場
合
は
、
実
費
を
支
給
す
る
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
生
活
課
に

必
ず
郵
便
番
号
を

　
郵
便
物
は
全
部
番
号
で
配
達
き
れ
て

い
ま
す
。
郵
便
番
号
を
お
書
き
い
た
だ

く
と
、
区
分
け
や
運
送
が
合
理
的
に
な

り
能
率
も
グ
ン
と
ア
ッ
プ
し
、
郵
便
物

を
間
違
い
な
く
、
早
く
お
届
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．
．
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人
手
不
足
を
反
映
し
て
、
企
業
で
は

主
婦
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
求
め
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

12磯儲

主婦のパートと税金

　
家
庭
の
主
婦
も
、
子

ど
も
に
手
が
か
か
ら
な

く
な
る
と
家
計
の
一
助

に
し
よ
う
、
と
い
う
こ

と
で
働
く
人
が
ふ
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
バ
ー
ト
で

働
い
た
と
き
の
収
入
と
所
得
税
の
関
係

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、

◎
主
婦
の
バ
ー
ト
収
入
が
年
間
三
十
一

　
万
八
千
円
未
満
の
人
は
、
配
偶
者
控

　
除
が
受
け
ら
れ
る
。

◎
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
三
十
一

　
万
八
千
円
以
上
、
三
十
八
万
二
千
円

　
未
満
の
人
は
配
偶
者
控
除
は
受
け
ら

　
れ
な
い
が
、
パ
ー
ト
収
入
に
は
所
得

　
税
は
か
か
ら
な
い
。

◎
主
婦
の
バ
ー
ト
収
ス
が
年
間
三
を
八

　
万
二
千
円
以
上
の
と
き
は
、
配
偶
者

　
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
も
ち
ろ

　
ん
、
バ
ー
ト
収
入
に
対
し
て
も
所
得

　
税
が
か
か
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

，

マ
ス
ク
メ
ロ
ン
初
栽
培

　
市
内
で
は
、
は
じ
め
て
と
い
う
「
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
」
が
栽

培
さ
れ
、
こ
の
十
五
日
初
出
導
き
れ
ま
し
た
。
栽
暗
し
た

の
は
、
塩
界
永
田
区
の
佐
藤
直
さ
ん
（
十
九
才
）
で
、
佐

藤
き
ん
は
昨
年
門
川
農
業
高
等
学
校
を
卒
業
、
す
ぐ
に
静

岡
県
浜
松
市
の
近
く
の
篤
農
家
で
「
年
間
こ
の
メ
ロ
ン
づ

く
り
を
勉
強
。
今
年
四
月
帰
郷
き
つ
そ
く
温
室
を
作
っ
て

栽
培
し
た
も
の
。
一
本
の
苗
木
に
一
難
し
か
な
ら
せ
な
い

と
か
。

……
吹
D
霧
叢
平
民
…
…
　
羅
…
唖

　
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
初
便
式

一
関
東
地
域
か
ら
の
郵
便
物
は
汽
車
で

約
五
十
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
運
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
十
月
一
日
か
ら
川
崎
～

日
向
間
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
運
ば
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
所
要
時
間
は
二

十
時
間
で
今
ま
で
の
約
半
分
の
当
量
。

十
月
一
日
の
初
便
式
は
、
コ
ン
テ
ナ
ー

を
稽
ん
だ
赤
い
郵
便
畜
が
カ
・
t
フ
ェ
リ

ー
に
乗
る
と
暮
色
せ
ま
る
港
に
汽
笛
が

響
い
て
静
か
に
出
港
し
て
い
き
ま
し
た

聯
藷

磐
、

麟
　
豆
剣
士
ガ
ン
バ
ル

　
秋
晴
れ
の
「
体
育
の
日
」
財
光
寺
小
学

校
体
育
館
で
少
年
剣
士
た
ち
の
剣
道
大

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
南
町

の
柳
雪
嶺
剣
道
場
が
開
設
十
七
周
年
を

記
念
し
て
開
い
た
も
の
で
、
延
岡
市
、

門
川
町
な
ど
か
ら
も
豆
剣
士
が
参
加
熱

戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
小
学
一
年

生
と
い
う
剣
士
も
日
ご
ろ
の
腕
前
を
披

露
し
て
意
気
ヨ
ウ
ー
．
＼
。
ご
ほ
う
び
を

い
た
だ
い
て
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

瀦
．摯

泌

「
ワ
」
ダ
．
イ
∴
ヲ
孟
4
、
ツ
ー
ア

　
跨
線
橋
で
き
る

　
日
向
市
駅
を
な
か
に
し
て
集
西
を
結

ぶ
跨
線
矯
が
二
∂
ほ
ど
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
目
高
地
区
と
日
知
屋
地
区
を
結

ぶ
市
街
地
の
道
路
は
原
町
り
踏
切
の

道
路
だ
け
し
か
な
く
不
便
で
し
た
が
、

こ
れ
で
遠
ま
わ
り
の
不
便
が
解
消
さ
れ

ま
し
た
。
た
ゼ
し
歩
行
者
の
み
。
巾
二

2
、
長
き
五
十
六
ゴ
、
工
費
千
四
百
五

十
六
万
円
で
竣
工
式
は
十
月
二
十
「
日

が暴
謬霧1

砿
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謡
講
ぜ

　
老
人
健
康
診
査
は
無
料

　
市
で
は
十
月
一
日
よ
り
老
人
健
康
診

査
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
福
祉
事
務

所
か
ら
配
布
さ
れ
た
「
老
人
健
康
診
査

記
録
票
」
を
持
っ
て
市
内
の
病
医
院
に

行
け
ば
無
料
で
受
診
が
で
き
ま
す
。

t
　
対
象
者

　
明
治
四
十
年
四
月
「
日
以
前
に
生
れ

た
人
（
昭
和
四
十
七
年
四
月
「
日
に
お

い
て
六
十
五
才
以
上
の
人
）

2，

匇
ﾔ

　
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
昭
和

四
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

5　
無
料
（
全
額
市
が
負
担
し
ま
す
）

4
　
持
参
す
る
も
の

　
市
配
付
の
「
老
人
健
康
診
査
記
録
票

　
　
」
と
「
老
人
健
康
手
帳
」

　
狂
犬
病
予
防
注
射

　
市
保
険
衛
生
課
で
は
、
い
ま
秋
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
こ
の
日
程
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
か
ら
最
寄
り
の
場
所
で
ぜ
ひ
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
注
射
料
は
二
百
六
十
円
で
す
が
、
登

録
を
受
け
て
い
な
い
犬
は
、
新
規
登
録

料
三
百
円
が
必
要
で
す
の
で
、
当
日
五

百
六
十
円
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
（
　
）

内
は
実
施
時
間
で
す
。

▽
1
0
月
2
3
日
1
1
細
島
支
所
（
℃
・
0
～
ゴ
・
9

富
島
漁
協
（
9
0
～
伊
0
）
　
▽
2
4
日
“

亀
崎
公
民
館
（
℃
・
0
～
ゴ
●
O
）
　
梶
木
公

民
館
（
ナ
0
～
ド
0
）
庄
手
公
民
館
（
博
●

姻
0
～
“
・
咽
0
）
　
▽
2
5
日
目
切
島
公
民
館

（つ

a
`
“
．
0
）
　
▽
2
6
日
目
秋
山
公
民

館
（
℃
・
0
～
一
9
0
）
曙
公
民
館
（
一
P
姻
0

～
誌
。
0
）
美
砂
公
民
館
（
一
’
0
～
一
・
樹
0
）

本
村
公
民
館
（
M
・
0
～
M
●
姻
0
）
　
　
▽
2
7

日
“
南
日
向
公
民
館
（
℃
・
O
～
一
P
O
）

金
ケ
浜
公
民
館
（
δ
』
0
～
ゴ
』
）
　
三

毛
分
校
前
（
一
．
0
～
n
・
0
）
画
工
公
民
館

（
n
・
姻
0
～
“
の
0
）
　
5
0
日
・
．
遠
見
公
民
館

（
℃
●
姻
0
～
δ
・
伽
0
）
幸
脇
公
民
館
　
（
ゴ
・

0
～
誌
．
0
）
飯
谷
公
民
館
（
デ
姻
0
～
P
O
）

▽
3
1
日
1
1
美
々
津
支
所
（
℃
・
姻
0
～
一
ご
0
）

美
々
津
漁
協
（
ビ
0
～
伊
0
）
　
▽
1
1
月

1
日
1
一
落
鹿
公
民
館
（
℃
・
岩
～
一
9
0
）

高
松
公
民
館
（
一
P
創
0
～
ゴ
・
0
）
別
府
公

民
館
（
ゴ
．
姻
0
～
誌
．
0
）
　
田
の
原
公
民

館
（
晶
’
“
0
～
博
．
0
）
余
瀬
公
民
館
（
M
姻

0
～
姻
・
0
）

　
農
地
転
用
の
申
請

　
カ
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
た
、
日
向

市
農
業
委
員
会
の
総
会
で
、
農
業
委
員

会
に
提
出
す
る
農
地
転
用
の
申
請
書
は

毎
月
十
五
日
に
し
め
切
り
、
総
会
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
二
十
八
日
に
開
く
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
な
お
、
農
地
転
用
の
申
請
は
、
必
ず

本
人
が
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し

な
け
れ
ば
受
け
つ
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

　
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
き
い
。

　
被
爆
者
の
健
康
診
断

　
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
こ
と
し
第
二
平

目
の
健
康
診
断
が
、
十
月
一
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
日
向
保
健
所
で
行
な
わ
れ

ま
す
。
被
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の

か
た
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
き
い
。

受
診
料
は
無
料
で
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
日
向
保
健

所
（
電
話
五
「
つ
｝
）
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
町
づ
く
り
に
役
立
つ

　
　
　
　
ほ
郵
便
貯
金
肖

　
郵
便
貯
金
の
預
金
高
は
十
兆
円
。

た
い
へ
ん
な
お
金
で
す
が
、
郵
便
貯
金

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。

　
い
つ
も
郵
便
貯
金
を
利
用
き
れ
て
い

る
人
で
も
、
関
心
を
お
持
ち
の
か
た
は

少
な
い
よ
う
で
す
が
、
郵
便
貯
金
は
、

わ
た
し
た
ち
の
身
ぢ
か
な
と
こ
ろ
で
お

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
住
宅
や
団
地
、
学
授
や
病

院
の
建
設
、
公
害
の
防
止
や
ゴ
ミ
施
設

な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
す
み

ず
み
ま
で
わ
よ
び
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
も
っ
と
身
ぢ
か
に
は
、
町

の
お
医
者
さ
ん
、
美
容
院
、
や
お
屋
き

ん
や
き
か
な
屋
さ
ん
な
ど
に
も
、
国
民

金
融
公
庫
や
中
小
企
業
金
融
公
庫
な
ど

を
通
じ
て
貸
し
だ
さ
れ
、
た
い
へ
ん
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
働
き
は
、
郵
便
貯
金
が

国
の
財
政
投
融
資
資
金
計
画
に
組
み
こ

ま
れ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
財
政
投
融
資
計
画
の
中
の
資
金
運
用

部
資
金
十
八
兆
六
千
億
円
の
う
ち
、
郵

便
貯
金
は
実
に
そ
の
五
十
三
響
に
あ
た

る
十
兆
円
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

　
十
兆
円
と
い
い
ま
す
と
、
　
「
万
円
札

で
稽
み
重
ね
る
と
富
士
山
（
三
、
七
七

六
麿
）
の
二
十
五
倍
の
高
さ
に
な
り
、

重
さ
は
イ
ン
ド
象
（
五
，
し
の
二
百
囲
む

頭
分
に
あ
た
る
大
き
な
金
額
で
す
，

　
こ
ん
な
に
多
く
の
郵
便
貯
金
が
、
わ

た
く
し
た
ち
の
毎
日
の
生
活
と
結
バ
）
つ

い
て
、
住
み
よ
い
社
会
建
設
に
役
立
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

　
た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
の
奨
励
運
動

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
老
人
の
医
療
費

　
助
成
に
つ
い
て

　
市
で
は
現
在
七
十
五
才
以
上
の
人
（

ね
た
き
り
の
人
に
つ
い
て
は
六
十
五
才

以
上
の
人
）
に
医
療
費
の
助
成
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
来
年
［
月
一
日
か

ら
七
十
才
以
上
の
入
ま
で
引
き
さ
げ
ら

れ
、
病
院
で
料
金
を
払
ら
わ
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
せ
っ

か
く
の
制
度
も
申
請
を
し
て
か
ら
で
な

い
と
効
力
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
該
当
す

る
方
は
福
祉
事
務
所
ま
で
も
れ
な
く
申

請
し
て
く
だ
き
い
。

　
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
現
在
、
櫛
の
山
団
地
に
建
設
中
の
市

営
住
宅
入
居
者
冷
う
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
入
居
ご
希
望
の
か
た
は
、
募
集
期
聞

中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
募
集
期
間
、
十
「
月
二
十
七
日
か
ら

　
十
二
月
九
日
ま
で
．
、

’

＊
申
し
込
み
場
所
、
日
向
市
役
所
建
設

　
課
住
宅
係
。

＊
募
集
戸
数
　
第
［
種
三
十
戸
、
第
二

　
種
三
十
戸
（
い
ず
れ
も
六
畳
、
四
、

　
五
畳
、
三
畳
と
台
所
、
ガ
ス
風
呂
付
）

＊
家
賃
予
定
額
　
第
一
種
住
宅
1
七
千

　
円
。
第
二
種
住
宅
．
－
五
千
五
百
円
。

＊
入
居
時
期
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
下

　
旬
の
予
定
。

＊
入
居
資
格

　
④
現
在
同
居
し
、
ま
た
同
居
し
よ
う

　
と
す
る
矧
族
が
あ
る
こ
と
。

　
②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　
か
な
人
。

　
③
第
一
種
住
宅
に
入
居
で
き
る
人
は

　
総
所
得
か
ら
給
与
所
得
控
除
等
を
差

　
し
引
き
、
さ
ら
に
扶
養
家
族
一
人
に

　
つ
い
て
五
千
円
を
差
し
引
い
た
月
額

　
収
入
が
二
万
七
千
円
以
上
、
四
万
六

　
千
円
ま
で
の
人
。

　
第
二
種
住
宅
は
、
同
じ
方
法
で
出
た

　
月
額
収
ス
が
二
万
七
千
円
以
下
の
人

　
で
す
。

　
な
お
、
い
ま
の
市
営
住
宅
に
あ
き
家

が
で
た
場
合
の
補
欠
入
居
者
募
集
も
あ

わ
せ
て
行
な
い
ま
す
。
募
集
期
間
中
に

住
宅
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

　
▲
ー
ー
、
き
つ

藝
§
§
§
5
§

　ち

§
＼

〃ノ∠人

男

女

計

　　　　口膨贋炉

（10月1日現在）

23，359人　50人増

26，549人　4g人増

49，908人　99人増

ミ世帯数
13，851 33増

物一解刎彫〃％”
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